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た 年 月 日， 月 日， 月 日， 月 日，
月 日， 月 日， 月 日および 月 日．各時期
に発芽した個体の芽長，胚軸の長さ・径，最大根長およ


















を培土として 鉢に 粒（ 鉢）ずつ播種し（覆土の
厚さは約 ），鉢を （ ）の恒温器内に置いた．
地下発芽期間（ ）として ， ， ， および
日の 期間を設けた．
所定の地下発芽期間終了後，上胚軸休眠を打破するた




































































区中 区で 区当たり ， 個体が地上萌芽した（第
表）．地下発芽期間が最も短い 日区において 区中 区
で計 個体が地上萌芽したが（ 種子中 個体 地上
萌芽率 ％）， 日区では 区中 区の計 個体で（
種子中 個体 地上萌芽率 ％），さらに 日区では
区中 区のみの計 個体しか地上萌芽が見られなかっ





































破のための ， ， 日間の 処理の組み合わせが
地上萌芽に及ぼす効果は以下の通りであった（第 表）．
上胚軸休眠打破期間の延長による地上萌芽の促進に関
しては， 地下発芽期間が ， ， 日のいずれであ
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第 図 自然に近い温度条件下で育てたアマドコロの種子の地下での生育状況（実験 ）









ための 処理期間は 日以上 日未満の期間で十分
であることを示唆する．











































年 月 日播種， 年 月 日（未発
芽なのでデータを省略）から同年 月 日まで
調査．
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第 図 自然に近い温度条件下で育てたアマドコロの種子の地上萌芽（実験 ）






処 理 区 地上萌芽個体数 地上萌芽率（％）
地下発芽
期間（日）

















































































供試種子数（ 日区 粒，他の区は 粒）に対する値．







































































































る 地下発芽期間 日─上胚軸休眠打破期間 日─萌
芽温度 の 日， 日─ 日─ の 日，
日─ 日─ の 日， 日─ 日─ の
















































平 均（合 計） （ ） （ ）















数の約 ％（生存率 ％ 地上萌芽率 ％）にあたる数の
地上萌芽個体を得ることが期待できる．
）オオナルコユリ








間 日─上胚軸休眠打破期間 日─萌芽温度 の
日， 日─ 日─ の 日， 日─ 日
─ の 日， 日─ 日─ の 日， 日











































山形大学紀要（農学）第 巻 第 号
